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上手にできたよ
3月3日のひな祭りを前に2月22目、泊中

部保育所の年長組の園児だちがひな人形作り

に挑戦しましだ。

青やピンクなどの折り紙をハサミで切り按

き、子供たちはかわいいおだいり様とおひな

様に仕上げていきましだ。

子供たちはこの巴作ったひな人形を家lこ持

ち帰り、飾ることにしています。

⑥ 広報あさひは資源保護のため再生紙を鯛しています
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男
女
と
も
に
平
均
寿
命
、か
伸
び
、
日
本
は
世
界

一
の
長
寿
園
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
み
ん
な
の

願
い
は
、
こ
の
長
い
老
後
を
健
康
で
豊
か
に
暮
ら

す
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

年
金
は
世
代
と
世
代
が
支
え
合
う
制
度
。
支
え

だ
あ
な
た
が
将
来
み
ん
な
に
支
え
ら
れ
る
、
助
け

合
い
（
相
互
扶
助
）
の
制
度
で
す
。

A

フ回
は
こ
の
年
金
に
つ
い
て
、
簡
単
巳
お
さ
ら

い
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

一年
金
の
ス
タ
ー
ト

一

は
却
織
で
す

日
本
凶
内
に
住
む
、
初
歳
以
卜
．
ω

歳
ト
ボ
渦
の
人
は
必
ず
同
氏
午
令
．
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

以
前
は
、
初
議
以
上
の
常
生
の
加

入
は
hn山
で
し
た
が
、
何
歳
に
な

っ

て
渦
額
の
年
金
を
も
ら
え
な
か
っ
た

り
、
が
放
や
病
気
な
ど
で
仰
主
広
一位

そ
の
度
ご
と
に
年
余
一
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。

手
続
き
を
せ
ず
に
欣
っ
て
お
く
と

年
金
額
は
も
ち
ろ
ん
、
年
金
の
受
給

な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
次
の
場
介

は
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈就
職
し
た
と
き
〉

水

人

は

第
ー

ザ
被
保
険
者
を
や
め
る
手
続
き
。
配

偶
行
は
第
3
Hゲ
被
保
険
臥
れ
に
な
る
下

就
き
。
〈
退
職
し
た
と
き
v

本
人
と
配
偶

行
が
第
l
り
被
保
険
お
に
な
る
下
村
飢

え
v
。
〈転
職
し
た
と
き
〉
配
偶
者
の
第

3
ひ
被
保
険
打
の
積
別
変
更

・
市け
業

主
雌
認
咋
の
手
続
き
。

〈結
婚
し
た
と
き
〉
配
偶
朽
が
第

3
号
被
保
険
者
に
な
る
手
続
き
。

〈
離
婚
ま
た
は
配
偶
者
が
扶
養
か
ら

年
令
が
も
ら
え
な
い
な
ど
の
削
．也
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
平
成
3

年
4
月
か
ら
学
生
も
加
入
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

あ
な
だ
は
ど
の
タ
イ
プ

川
民
年
令
一
の
加
入
の
タ
イ
プ
に
は
、

ド
凶
の
よ
う
に

3
植
矧
あ
り
ま
す
。

第
1
号
被
保
険
者
・
自
営
業
者
や
農

林
漁
業
者
、
自
由
幾
者
、
学
生
な
ど

は
ず
れ
た
と
き
〉
配
偶
者
が
第
1

母
被
保
険
者
に
な
る
手
続
き
。

〈住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
〉

住
民
裂
の
届
山
と

一
緒
に
手
続
き
。

こ
ん
な
と
き

こ
ん
な
年
金

国
民
年
金
に
は
、
老
齢
基
礎
年
令

と
附
吉
本
一礎
年
金
、
泣
族
基
礎
年
金

の

3
m知
が
あ
り
ま
す
。

－
何
歳
に
な

っ
た
と
き
：
・
老
齢
基
礎

年
金
が
受
け
取
れ
ま
す
。

マ
年
金
額
制
矧
で
7
8
5
、
5
0
0

川
。
た
だ
し
、
保
険
料
の
ト
ボ
納
則
川

な
ど
が
あ
る
人
に
は
、
そ
の
則
問
に

出
じ
て
減
制
さ
れ
ま
す
。

※
帆
也
齢
ぷ
・礎
年
令
は
、
保
険
料
を
納

め
た
則
聞
と
免
除
さ
れ
た
期
間
が
合

わ
せ
て
お
年
以
よ
な
い
人
に
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

－
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
：
・病
気
や

ケ
ガ
で
障
害
者
に
な
っ
た
場
合
は
障

害
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
ま
す
。

マ
年
金
額

一
級
障
害
・：
9
8
1
、
9
0
0
円

二
級
障
害
：
・
7
8
5
、
5
0
0
刊

．
夫
に
先
立
た
れ
た
と
き
・
：
子
ど
も

の
あ
る
饗
や
子
ど
も
が
残
さ
れ
た
場

合
は
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給

8
れ
ま

す
。
マ
年
金
額

知
一
舶
を
除
き
ま
す
）
7
8
5
5
0
0
川
（
加 一 一一

マ
加
入
方
法

該
当
者
が
役
場
年
令

係
の
窓
円
で
加
入
手
続
き
を
す
る

マ
保
険
料

白砂川
1
2
、
3
0
0
川

（
平
成
8
年
度
｝
の
保
険
料
を
支
払
う

※
希
望
す
れ
ば
付
加
加
入
が
で
き
ま

す
。
保
険
料
は
毎
月
4
0
0
問
で
す
。

第
2
号
被
保
険
者
・
会
社
員
や
公
務

員
な
ど
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど

マ
加
入
方
法
勤
続
先
の
人
判
例
ψー

が
加
入
手
続
き
を
し
て
く
れ
る

マ
保
険
料

ι砂
川
の
保
険
料
が
給
料

か
ら
天
引
き
さ
れ
る

第
3
号
被
保
険
者
．
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

（第

2
U被
保
険
行
）
の
主
な
ど

マ
加
入
方
法
訪
中
I
行
が
役
場
午
全

係
の
窓
U
で
加
入
手
統
き
を
す
る

マ
保
険
料
毎
月
の
保
険
料
が
配
偶

者
の
年
金
制
度
か
ら
支
払
わ
れ
る

こ
ん
な
と
き
に
は

届

出

を

就
職

・
退
職
や
結
婚
な
ど
で
職
業

や
生
活
パ
タ
ー
ン
が
変
わ
る
と
、
凶

民
午
全
の
加
入
の
州
知
が
変
わ
り
、

－
そ
の
他
の
年
金
・
：
第
l
号
被
保
険

者
に
は
次
の
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

付
加
年
金
：
・
定
一
徹
の
保
険
料
に
川
紹

4
0
0
円
の
保
険
料
を
上
釆
せ
し
て

納
め
る
と
、
1
か
月
当
た
り
2
0
0

川
で
計
算
さ
れ
た
額
が
老
齢
基
礎
年

令
に
L
L
来
せ
さ
れ
ま
す
。

寡
婦
年
金
・
・
・
老
齢
基
礎
年
余
の
受
給

資
格
の
あ
る
犬
が
年
金
を
受
け
ず
亡

く
な
っ
た
場
介
、
必
が

ω疎
か
ら
閃

歳
ま
で
火
の
年
全
州
聞
の
4
分
の
3
の

年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

死
亡
一
時
A
S
－－－
3
年
以
上
保
険
料
を

納
め
た
人
が
年
全
を
受
け
ず
に
亡
く

な
っ
た
場
合
、
納
め
た
年
令
制
に
応

じ
て

一
時
令
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

第
3
号
被
保
険
者
の
特
例
届
出

第
3
号
被
保
険
者
は
、
自
分
で
保

険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

（
た
だ
し
、
第
3
号
被
保
険
者
の
届
出

が
必
要
）
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
周
出

が
遅
れ
た
場
合
、
2
年
前
ま
で
は
第

3
ロ
ザ
被
保
険
者
の
期
間
と
さ
れ
ま
す

が
、
そ
れ
以
前
は
朱
属
出
期
間
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
昨
年

4
月
か
ら
平
成
9
年
3
月
ま
で
の
特

例
則
聞
が
設
け
ら
れ
、

2
年
を
越
え

た
期
間
に
つ
い
て
も
認
め
ら
れ
る
こ

と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
該
当
期
間
の

あ
る
方
は
忘
れ
ず
賄
州
を
し
て
く
だ

さ
い
。

腎問の妻） l 
号：：：：~：：：：：I ~空の
設問。歳以上回献満｜忌形

I E態
どは
2全
こじ背広

己で
§: 3 
手種

-

・第2号被保険者（サラリーマン）

料険保の者険甲木被

l
i
l
i－
－
－号3
 

第号2
 

第

厚生年金保険や共済組合

から必婆な績だltOO出会と

してまとめて支払われます。

つまり国民年金保険料を自

ら紛める必要はありません。

厚笠年金保険の被保険

者本人や共済組合の組

合資玄人

・第1号被保険者

自営業者、 農林漁業者、自由業者、学笠など
年
金
⑪

a
u
A

h
F私
は
叩
歳
の
学
生
で
す
。
親
元

F
E
h

を
は
な
れ
下
宿
代
な
ど
親
か
ら

仕
送
り
を
受
け
て
い
ま
す
。
保
険
料

ま
で
親
に
負
担
を
か
け
た
く
あ
り
ま

せ
ん
。
何
か
良
い
方
法
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

h
川
子
供
に
は
、
制
械
の
所

l
－l

h
ミ

－
z－円
一回リ

，Pωを
考
慮
し
た
免
除
一E
一防
一拐

－

朝
内
！
日

園
内
〆
』

法
制
申
一
が
あ
り
ま
す
。
例
え
一私一桁
一削

ば
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
4
人

7
下
斗

l

f

L

F

一Z
円
一円

川
悦
で
マ
午
が
1
人
の
均
五
期
一
期

公
一随
一関

A
u
を
比
る
と
、
下
の
表
の
TS
一同
一川

一目
一
約
一
約

よ
う
に
、
相
械
の
収
入
が
次
一

下

下

の
矧
に
揃
た
な
い
と
き
は
一

一居
一窟

一
一周
一別

保
険
料
は
免
除
さ
れ
る
こ
一
一
社
一社

一
一
波
一規

と
に
な
り
ま
す
。

一

』－
i
l

－
－

i
f会
社
員
と
結
婚
し
て
、

専
業
の

F
置、
主
婦
と
な
り
ま
し
た
。
ど
の
よ

う
な
手
続
き
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。

h
犬
が
即
位
年
令
や
共
済
組
A
H
に

，ιF加
入
し
て
い
る
州
場
介
、
そ
の
実

は
「
第
3
守
被
保
険
者
」
と
な
り
ま
す

が
、
そ
の
た
め
に
は
川
山
が
必
．於
で

す
。
役
場
年
令
係
に
あ
る
「
川
民
年

金
被
保
険
打
資
栴
取
得
届
品
川
」
に
必

要
併
用
引
を
記
入
し
て
提
出
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
際
に
年
令
下

艇
を
添
付
す
る
と
と
も
に
、
崩
出
の

第1号被保険者と 一寸
任意加入者の保険料

保険料は年齢や所斜、 性別
に関係なく全同一行そです。

定額保験料・月額12.300円
付加保険料・月額 400円（希望）
※保険料（~平成 8年度現在です．

※保険料の納め方は、役場の納付

容で納めるほか、便利な口座係省

があります。

D日本国内に住所がある
60銭以上65歳未満の人

(Z)海外在住の20歳以上65

歳未満の日本人

③老齢（退職）年金安給者

で60織未満の人

女任意加入者
（希望して加入する人）

中
に
あ
る
配
偶
者
の
勤
務
先
事
業
主

等
確
認
欄
の
証
明
を
受
け
る
の
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

h
F会
社
で
厚
生
年
金
に
加
入
し
て

F
、
い
ま
し
た
が
、
転
職
を
希
望
し

て
退
職
。
再
就
職
も
3
か
月
後
に
内

定
し
ま
し
た
が
、
そ
の
聞
の
空
白
期

は
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

h
年
金
制
度
は
、
初
歳
か
ら
印
蹴

』
，
に
な
る
ま
で
の
聞
は
、
す
で
に

厚
償
年
金
の
右
齢
年
金
や
共
済
組
合

の
巡
職
年
全
を
も
ら
っ
て
い
る
人
を

除
き
、
必
ず
何
ら
か
の
年
令
制
皮
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

再
就
職
し
て
再
び
即
生
年
金
に
加

入
す
る
子
主
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ

の
問
た
と
え
i
か
月
で
も
制
民
年
金

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
っ
そ
く
役
場
年
金
係
で
同
民
年
金

の
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

す
で
に
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
人
へ

年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
人
は
毎
年

現
況
屈
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
（
挺
生
月
に
社
会
保
険
庁
か
ら

送
ら
れ
て
き
ま
す
）
提
出
さ
れ
な
い

と
年
金
の
支
払
い
が

一
時
ス
ト
ッ
プ

し
ま
す
の
で
必
ず
お
出
し
く
だ
さ
い
。

－
年
令
．に
附
す
る
問
い
合
わ
せ
は
役

場
作
以
生
前
沫
住
川凶
作
品
仇
係
（
内

線

1
3
2
）
ま
で
。

－・
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「

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
じ
熱
き
想
い

幹
的
プ
山

崎

久

夫
さん

（舟
川
新

・
日
歳
）

「
チ
ュ

ー
リ

ッ
プ
は
ト
・．
ハ
の
小
川
か

ら
三一
日
い
っ
ぱ
い
ま
で
が
シ
ー
ズ
ン
。
こ

®~~. 
者手，：

輔5
ん

洋f
辻
岩
崎
の
谷
忠
良

・
智
恵

子
さ
ん
夫
妻
の
二
男

（
平
成
巴
年
フ
用
問
日
生）

＠~＠ 
中手

島k
美み

花か

沼
保
の
中
島
克
紀
・
奈
古

さ
ん
夫
妻
の
長
女

（平
成
巴
年

2
月
四
日
生
）

れ
か
ら
ま
す
ま
す
忙
し
く
な
り
ま
す
ね
』

山
崎
さ
ん
が
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
滅
的
を
始

め
た
の
は
約
ニ
ト
年
前
．
当
時
、

川町
内
で

A

’J
E
E川
J

l
l
 

’’A
M
H
H
 

甚 蔵さん（78)

稲葉
ふさゑさん（69)

更
、l ’
 

は
ぷ
山
川
州
民
家
の
拡
大
が
巡
め
ら
れ
て
い
て、

山
崎
さ
ん
も
本
格
的
に
収
り
組
む
、
」
と
に
。

今
で
は
一ょ
っ
の
出
室
で
「
バ
レ
リ
ー
ナ』

や
「
h
H
3
姫
」
な
ど
約
－ぶ
ト
府
知
、

を
通
し
て
七
、

る
町
内
で
は
有
数
の
施
ぷ
闘
芸
農
家
と
な

八
万
本
の
切
り
花
を
育
て

り
ま
し
た
。

凶
年
前
か
ら
は
宅
配
で
の
発
送
も
ス
タ

全
同
紙
の
新
聞
で
仰
い
介

さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
注
文
が
殺
到
。
多

一
日
・九
卜
件
、
む
の
佐
官
入
が
あ

ー
ト
し
ま
し
た
。

、，
a
－
』
＋
品
、

・LV
・－’
’a－－－
e

’

り
反
響
の
大
き
さ
に
驚
い
た
そ
う
で
す
。

「A
，
年
ち
関
東
を
小
心
に、
北
は
北
海
道
、

耐
は
九
州
ま
で
・．
千
件
以
上
に
な
る
と
忠

い
ま
す
」

と
引
在
は
奥
さ
ん
の
君
子
さ
ん

結
婚
さ
れ
た
の
は
？

甚
蔵

昭
和
二
十
年
一
月
十
日
で
す
。

と
ル
ル
（
に
姶
込
叩
備
に
出
わ
れ
る

M
M
で
す
。

お
存
さ
ん
か
ら
感
謝
の
似
り
が
川
く、｝

「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
組

と
む
多
い
そ
う
で

↓
寸
こ
、

』
』

ち
ぎ
り
絵
や
水
彩
州
に
し
た
ハ
ガ

山川
午
の
十
一
－
nに
戦
地
の
中
凶
か
ら

円仰向。

親
の
勧
め
で
結
持
し
た
わ
け

キ
を
い
た
だ
い
た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た

で
す
ね
」

と
頗
が
ほ
こ
ろ
ぷ
山
崎
さ
ん
。

で
す
が
、

半
年
後
に
は
・二度
目
の
付

「こ
れ
か
ら
も
お
客
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い

を
大
切
に
続
け
て
い
き
た
い
」

す
。

「
今
後
は
温
室
を
も
う

一
つ
増
や
し
、

と
話
し
ま

い
つ
で
も
お
客
さ
ん
か
ら
の
沌
文
に
出
じ

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

持
培
に
か
け
る
柿
熱
は
尽
き
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。オ）協

議
人

V
Aゆ

集
を
受
け
川
ぴ
戦
地
へ

：：：
。
必
が

峨
死
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
生
き
て

州
る
こ
と
だ
け
を
与
え
て
い
ま
し
た
。

年
の
初
め
の
慌
た
だ
し
い

夫
も
招
集
を
受
け
不
安

な

n々
を
送
り
ま
し
た
。

ふ
さ
ゑ

2

・6、『。

』一
r
’a
・8

＆
骨
仲
吋

ι“現
｜
｜
五
十
年
を
振
り
返
っ
て

甚
蔵

山
阪
は
し
て
か
ら
は
肉
午

ミ意識

の
飼
育
を
始
め
ま
し
た
。

九品’＋
A
V

J

｛
 

一
て
頭
に
な
り
ま
し
た
が
、

多

と
き
に
は
一
．卜
蝋
以
上
い
ま
し

た
ね
。
ま
た
、

場
が
あ
り
、

土
日
は
入
膳
に
市

午
を
述
れ
で
よ
く

歩
い
て
行
っ
た
ら
の
で
す
。

ふ
さ
ゑ

や
は
り
・
ム
ト
年
以
上

六
と
．
祁
に
↑
の
制
拘
H

を
し
て

松崎瑞穂、さん（22歳・松涛町）
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ー 週 2lnl、パスケットポール ：lllf外のク ラブ員ら増え、選手

i愛併家（むしかしたらそれ以；の脊返りを図っています。
,U が集まり、さわやかな汗 j 現役を退いたものは、ミニ

；を流しています。練町立、パ jパスの指導者として活躍し
jスケットコートのセンターサ ；将米の名プレーヤーの育成に
iークルで輪（羽I）になり、 rl、：夢を託しています。みんなパ
: 2、3」の情け戸とともに始 ；λケy 卜が大好きで離れられ

！まりますe ：ないようです。

l チームはII仰fl555f.！こ、泊高 ； また、；自クラブはパスケ以
）校の08やOGが中心となり ；外の活動も多〈 花見、パーべ

: M11111rに｛1：住するパスケット ：キュー、スキーなどで現陛を

jポール杭験者・で結成されまし ；閃り、利1を大切にしています。

jた。 過去には、クラブ選手権 ； パスケッ トをやりたい入、
！で優勝。 北｛，1越大会に出場し ；フレッシュでエネルギyシュ
！た縦かしい'X縦があります。 ：な仲間（男女）を募集してい
；現{I:t日山県l部リーグに所 jます。毎週水 ・土曜日の午後
j属し、優勝をR指しています。 8時から泊高校体育館で練習
！しかし、 k7・チームは結締や ： しています。

：行兇で練習がままならず、活： せ’ひ、遊びに米てくださL、
j動を中止Lています。男子は

バスケットでさわやかな汗

き
た
こ
と
が
思
い
山
で
す
ね
。
特
に

平
成
三
年
に
天
虫
陛
下
が
石
川
県
に

来
ら
れ
た
と
き
、
家
の
肉
牛
が
献
上

さ
れ
ま
し
た
。

本
お
に
う
れ
し
か
っ

た
で
す
ね
。

i
i
l
お
二
人
の
楽
し
み
は
？

甚
蔵

子
供
も
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
、

後
は
孫
の
結
婚
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

占、

さ
ゑ

正
月
や
お
翁
に
M
怖
が
遊
び

’EJL
U

・川也、

引っ
，L中

．
人
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
仰
中
小
で
し
ば

ら
く
顔
を
兄
て
い
ま
せ
ん
。

三
月
に

に
来
る
の
が
慌
し
み
。

イ系
グ〉

M
Mす
る
予
見
で
λ

げ
か
ら
会
、
つ
の
を

心
待
ち
に
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

刺
滋
A
的

a
3毎
日

一日
川
校
卒
業
後
、
机
に
向
か
っ
て
の

仕
事
よ
り
刺
激
の
あ
る
初
日
が
送
れ

る
と
思
い
パ

ス
ガ
イ
ド
に
な
り
九
問

年
。
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
旅
行

を
よ
り
朱
し
い
も
の
に
で
き
れ
ば
と

仕
事
に
当
た

っ
て
い
ま
す
。
今
は
学

校
の
ス
キ
｜
山
中
心
で
オ
フ
シ
ー
ズ
ン

で
す
が
、

ぶ
や
秋
の
行
決
時
州
は

n

の
川
る
よ
う
な
忙
し
さ
で
す
。

休
み
の
り
は
、
公
社
の
川
僚
と
ス

キ
ー
な
ど
に
川
掛
け
る
こ
と
が
多
い

で
す
ね
。
ま
た
、
職
業
が
ら
秋
は
欠

か
せ
な
い
の
で
カ
ラ
オ
ケ
に
も
よ
く

行
き
ま
す
。

レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
流
行

の
歌
か
ら
民
謡
ま
で
崎
広
い
ん
で
す

。
ト
4
F

結
婚
は
ま
だ
ま
だ
先
の
話
。
十

代
の
こ
ろ
は
早
い
う
ち
に
と
思
っ
て

い
た
ん
で
す
が
、
ま
だ
実
感
が
湧
き

ま
せ
ん
ね
。

附
刊
恕
の
タ
イ
プ
は
内
分

と
気
が
A
H
う
人
か
な・

・。

広
報
係
で
は
「
ふ
れ
愛
こ

う
さ
点
」
の
各
コ
ー
ナ
ー
に

出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル

一

｜
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「出
て
み
た
い
』

「出
し
て

…

あ
げ
た
い
」
人
が
お
ら
れ
れ

ぱ
、
広
報
係

｛会
役
場
内
線

2
1
2）
へ
ご
一
報
を
。

.. ’ 
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久し振りの大雪。 1月30日か

ら降った雪は10年ぷりとか。北

海道も大雪て雪捨て場がなく怠

る程の中、札幌雪まつりが始ま

りまじた。アメリカては大寒波

て死者が出たり、中国雲南省て

は大地震等々の報道。地球全体

に変化（？）が起きてりるのてし

ょうか。

また、食糧に関しては余剰米て

因ってりる状態。そのため作付

け制限をしなくてはなりません。

今年は食糧不足iこなるような気

がしてなりません。日々進歩し

てりる現代！こおりて、備蓄技術

てなんとかてきなし1もむか…犠

会があれば、政治として考えて

くれるよう言り伝えたりと思つ .. 

グ 把ちのへ＼

'J D・O・ゎ ） 
発多

e得。
つ

〔
し
ょ
く
ど
う
】
（5
歳
児
）

紙
芝
居
を
し
て
い
る
時

保
母

「
：
：
：
夕
、
不
は
食
道
を
逸
っ
て

胃
袋
へ
・
：
。
」

。
〈ん

「
せ
ん
せ

l
。
し
ょ
く
ど
う
つ

て
何
で
も
食
べ
る
と
こ
や
っ
そ
」

何
〈ん

「ぼ
く
も
行
っ
た
こ
と
あ
る
．

う
ど
ん
食
べ
た
」

A
子
「
わ
た
し
ね
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

食
べ
て
き
た
」

S
手

「
レ
ス
ト
ラ
ン
と
違
う
よ
ね
」

今
ヤ
｜
ハ
ン
食
べ

。
〈
ん
「
ぼ
く
ね
、

保
母
て 「 て
い先き
る主 Tこ
んはよ
T三食・」
け道・
どσ3
紙－
芝
」忌

を
し

〔
変
な
声
】
（4
費
）

.&PM9 :3α？｝ 

風
和
気
味
で
午
後
か
ら
と
う
k
う

U
ら
ゃ
ん
の
声
が
変
に
な
っ
て
き
ま

し
た
．
K
〈
ん
「
ね
え
U
ち
ゃ
ん
、
何
だ
か
変

企神高ま（？｝

~~ 
健2

f ~ >'< 
t旨l,
t ~： 

t."' "t~ ...... 

~r 
A求真名｛？）

A皇昂流（？）
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J~ ：月
企桜塚議（？｝

ております。

2月1日帰郷する途中、大雪

と長岡駅ての除雪のため、 3時

間遅れとなりました。車内ては

予定のある人でしょうか三遅れ

たことに対して独り言を言った

り、車掌を責める場面も見受け

られまじた。人間は自然界に生

活してりることを故めて思り出

笹田・

豆まきをしました（山崎保育所）

な
声
じ
ゃ
な
い
つ
・
」

υら
ゃ
ん
の
声
変
ん

M
〈ん

「
あ
れ

や
」

K
〈ん

「
か
す
れ
と
る
よ
」

川
U
ら
hv

ん
「・
・
・
」

H

門
〈ん

「だ
れ
か
を
だ
ま
し
と
る
み
た

い
や
」

U
Z
ん「
・・・・・・・
・・ク
」

〔
＆
フ
年
が
ん
ば
り
だ
い
こ
と
〕

（

3
歳
児
）

7
2
ん「
ピ
ア
ニ
カ
を
が
ん
ば
っ
て

み
ん
な
の
前
で
ス

η
l
ト
を
は

い
て
ひ
き
た
い
」

O
A
〈ん

「服
希
る
が
－
L
手
に
な
り
た
い
。

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
希
せ
て
も
ら
っ

て
い

る
か
ら
」

M
Z
ん
「
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
の
歌
を
よ

手
に
な
っ
て

ぱ
あ
ろ
ゃ
ん
に

聞
か
せ
て
あ
げ
た
い
」

·~垂月藍夜(16)

③
ふ
る
さ
と
美
術
館
で
附
催
中
の
「
呪

伏
郷
土
作
家
展
」
は
い
つ
ま
で
？

＠
4
H
7
n

⑮
4
川
口
川

。
4

月
U
H

（応
募
方
法
）

会
は
が
き
に
答
え
の
記
り
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
斡
い
て
3
川
M
M
（出

日
消
印
有
効
）
ま
で
役
場
総
務
課
秘

書
広
報
係
（
〒
蜘
l
mw朝
日
町
道
下

1
1
3
3
｝
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

抽
選
で

3
人
に
附
帯
券
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
前
川
の
中
l

巡
行
法
、
か

わ
村
ゅ
う
か
さ
ん
、
も
ゆ
き
ん
、
ト
八

海
努
苑
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

（初
、必
中
旬
通
正
解
）

広
報
ク
イ
ズ
⑩

（
問
問
癌
岨
）

①
国
民
年
金
は
何
歳
に
な
っ
た
ら
加

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
？

③
川
崎
歳
⑮
初
歳
。
ロ
歳

②
朝
日
町
の
町
内
会
長
さ
ん
の
人
数

4
4
q
F－
 

＠
1
0
8
人

⑮
1
1
8
人。

2
8
人

してほしりと感じる 1日てした。

除雪本部を作り町民の皆さん

に不便をかけ怠りようにしてお

りますが、何せ久し振りの大雪。

この間採用された職員！ととって

初めてのことてあります。 可昆

かりおしかり’をお顧りします。

じかし、日一日と春に向かつて

りるのも事実。明春よこ~］＂の心

境です。 ( 2月8B:ii:.'.) 
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今
年
年
お
世
話
に
ノな
り
ま
す

区
長
さ
ん

m人
町
内
会
長

1
1
8人

ん

区長会長に西島友行さん
副会長に折谷香さ

各地区の区長・町内会長
ガ決まりました。
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弘勝史幸 4孟

全
国
高
校
柔
道
選
手
権
富
山
県
大
会

（
%
l
U
A
小
杉
町
）

V
女
子
個
人
時
同
級

1
位
北
山
H
口

代

印

同

級

2
位
河
端
裕
美

朝
日
柔
道
大
会

（
泊
サ
ン
リ
l
ナ
格

技
家
）

V
中
学
閉
体

1
位
朝
日
中

V
佃
人
小
山
下
位

・
l
年
I
位
山
手
附

人

・

3
年
2
佐
山
手
間
制

・
4

年
1
悦
米
口
屯
也

2
位
建
部
実
希

・
5
年
1
位
長
津
川和
子

・
6
年
1

t
孔

d
i1
町
、
！
り
孔
怜
E
R
H
，
凡
足

ι
r
u
r
4
fタ
・

’4
iu
L
t
合
H

島

本
家

V
州
人
中
学
生

・
打
同
級
1
村山』中
川

桃
子

2
杭
常
用
仙
拡
大

・
日
同
級

l
枕
泌
辺
剣

・
師
同
級
l
位
大
点
桃

山川純

2
似
小
川
雅
弘

・
河
川
同
級

i
似
山
子
大
地

V
組
…
段
者
l
佐
枝
辺
剣

2
位
中

L
A
V
仏
県
’
L

’E・
ぽr’
河
川
，
F

V
ト制
段
者

1
位
市
茂
勇
気

2
代

前
戊
英
夫

レ
デ
ィ
ー
ス
ピ
ー
チ
ポ
ー
ル
大
会
町

予
選

（
町
内
l
%
サ
ン
リ
l
ナ
）

V
A
ク
ラ
ス

1
位
広
崎
B
B
C

2
佼
チ
ェ
リ
ー
ズ

V
B
ク
ラ
ス

1
位
ウ

ィ
ズ

X

位
ミ
ッ
ク
ス

V
C
ク
ラ
ス

1
位
清
水
町

ウ
ィ
ズ
リ
l
パ
イ
ス

V
D
ク
ラ
ス

1
位
ト
ン
ボ

ス
イ
ー
ト
ピ
ー

町
恩川折同
歪~.'.:j総
震 型平lj敏

f!IJ .：克犬成jむ Jι lりIb:fl; rh .f公誠明

V
中
学
男
子

V
中
学
久
子

秋
山
朋
香

V
地
医
対
抗
の
部

協

2
佼
山
崎
体
協

体
協
県
女
子
柔
道
選
手
権
大
会

（
%
高
山

市）3
位
小
林
%

第

8
回
冬
期
室
内
ゲ
l
ト
ポ
l
ル
大

会

（
%
教
文
体
育
館
）

－
位
向
崎
A

2

位
向
保
C

泊
二
区
C

敢
闘
賞
薬
師

－
位
安
達
義
人

1
位
長
弁
梢

仁巧実郎

－
位
泊
二
区
体

3
伏
見
箇
庄

｝主夫ム刊、
J
hH

2 2 
f立

2 
位

3 
位

3月のスポーツ
・ミニパスケットボールお別れ大会

3 I I (I 1)9: 00-（サンリーナ第 1体育室｝

・lllfJ.iとノfスケ ッ トボール大会
l 0 II (l'li8 : 30 -（サンリ ーナ第 1体育室）

. ［；（ ·~i:i本 ）J テスト ・ 相談会
10 i一I(rl)IO: 00一｛サンリ一ナ第2f本下奇Eε）

• 11l 1j越 'I ’，、y

23 I I (I:)、24n （円）9:00-（サンリ 一ナ第 1f本干干主長．）
．あさひウフF一クラリ一大会

z4 n O:IJ9 : oo～（アゼリア問辺）
・JllJ依問テニス大会
2511(/J)～291 l働 19:00～（サンリ ーナ第 2体育室）

2 

第
刊
回
町
民
ス
キ
！
大
会

（%一千レハ小

川
沿
泉
ス
キ
｜
州
場
）

V

十
般
m
H

，，T
－
A

（
お
成
以
卜
）
l

u牧
州
知
也

2
枕
浜
川
義
治

3

佐
佐
官
円
必
人

－
B
（
お
蔵
以
下
）

1
代
ト
肥
誠

2
伐
村
口
険
志

3

杭
谷

n保
則

・
C

（
川
歳
以
ト
）

1
住
吉
井
直
人

2
位
坂
藤
一円川知
日

3
作
一
水
い
忠
則
・

D
（
印
歳
以
下
）

1
位
加
藤
秀
樹

2
位
古
江
勝
広

3
位
笹
川
保
失

－
E
（
日
歳
以
下
）

I
位
寺
内
其
英

2
伏
広
旧
隆
夫

3
伺
村
口
窓
二

V

一
一
般
女
子

位
長
井
静
代

－
位
河
内
美一省

3
位
水
島
潤
子

2 

女
性
体
力
テ
ス
ト
・

相

談

会

3
月
刊
日
間

午
前
日
時
1
午
後
1
時

（
時
間
中
随
時
受
付
）

。

場

所

サ

ン
リ
l
ナ
第
2
体
育
索

。
対
象
初
歳
以
上
の
久
性

。
テ
ス
ト
純
日
財
力
、
弔
山
と
ひ
、

ジ
グ
ザ
グ
ド
リ
ブ
ル
、
5
0
0
M
歩

三
j

也
。
参
加

費

無

料

。

主

催

刺

H
川
教
有
委
員
会

。
肘
時

柳
沢
さ
ん
が
県
農
業
振
興
賞
を
受
賞

治則雄 一

2
月
日
目
、
県
庁
4
階
大
ホ
l
ル

で
開
催
さ
れ
た
平
成
7
年
度
富
山
県

前回は白内障につりて書きま

したが、今回は、それに次りて

当院に多り緑内障につりて述べ

たりと思村ます。

緑内障には多くのタイプがあ

り一言で説明するのは難しりの

てすが、簡単に言うと視野が狭

くなってくる病気てす。すなわ

ち、見ようとする物は見えるが

その周りが見えなくなり、徐々

に中心i乙向って進行してりきま

す。緑内障発見の難しりところ

は、視力が末期になるまて低下

しなりので、初期の段階ては全

く自覚症状がなりとりう点てす。

さらに、一度欠けてしまった視

野は戻らなりので、早期発見早

期治療が必要になります。

それでは、緑内障を竿期！と発

見するにはどうしたらよ日カ＼

それには今のところ検診による

眼圧測定と眼底検査力t有用です。

そ乙て異常を指摘されたらすぐ

｛乙眼科を受診してくださり。眼

科ては、視力検査のほか眼圧測

定、眼底検査、視野検査を行り

ます。緯内障と診断された場合、

その最大の要因てある眼圧を下

げるため、点眼薬による治療が

開始されます。さらに、レーザ

ーや手術！こよる治療が必要にな

る乙とがあります。

緑内障！とつりて心配怠方、悩

んてねる方は大勢りらっしゃる

と思ります。ぜひ一度ご相談く

ださり。

文

内
外

x H
A
 
，－－－ λr
，
 

，aE
・

農
業
振
興
質
表
彰
式
に
お
い
て
、
柳

沢
伸

一
さ
ん
が
米
部
門
で
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

柳
沢
さ
ん
は
川
の
中
舷
段
家
と
し

て
良
品
質
、
低
コ
ス
ト
に
よ
る
米
づ

く
り
に
爪
、
力
。
今
川
の
受
賞
は
こ
う

し
た
功
給
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

-



社会福祉
協議会だより

画面瞳掴園田園盤蝿． 朝日町社会福祉協鵠会
は、皆さんと共に地域の

福祉向上を目指す福祉団

体です。

・場所 朝日町福祉セン

ター内

定rs3-0S76

い
じ
め
問
題
な
ど
を
勉
強

｜
｜
民
生
委
員
児
童
委
員

の
研
修
を
開
催
｜
｜

朝
川
町
民
州
委
uH
見
説
委
員

協
議
会
で
は
、
昨
作
γ
の
ロ
川
に

募

集

•=m＝也if~奮材：梅田町’Ill

ー

町
民
農
園
「
な
な

E

い
ろ
農
園
」
利
用
者

平
成
8
年
度
の

「
な
な
い
ろ

ぬ
凶
」
利
用
お
を
募
集
し
ま
す
。

場

所

綴

水

地
内
（
不
動
常
泣

跡
尚
側）

施
設

一
一
般
袋
刷
と
し
て
祁
民

同
脱
皮
（
l
M一同
日

1
m川）

利
用
期
間

4
川
ド
川
か
ら
刊

年
3
け
い本
け
ま
で
。

利
用
料
金

1
4川
中
1
た
リ
別
川

（

l
民
間
2
、
5
0
0
川

1
5

0
0
0
川
れ
皮
）

申
込
み

中
込
み
川
紙
（
し
仏
搬

あ
さ
ひ
3
川
け
と
附
時
配

ω｝

に
よ
り
4
月
日
H
仰
ま
で
役
場

決
林
水
必
泌
へ
山
中
し
込
み
く
だ

くらしの情報室

L切れ怪 lγifoγmatio明園屋国司副

民
牛
ぃ示店
員
児
童
会
川
以
が
改
選
さ

れ
た
こ
と
か
ら、

2
川
7
H判

日
川
制
祉
セ
ン
タ
ー
で
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。

長
谷
川
会
長
な
ど
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
永
山
博
市
山
削ん
位

相
淡
所
長
が
、
令
凶
で
大
き
く

社
会
問
題
化
し
て
い
る
吋
乍
校

の
い
じ
め
問
題
」
に
つ
い
て
の

背
景
や
問
題
点
を
詳
し
く
講
義
。

引
き
続
き
町
能
成
福
祉
課
、

社
会
一机
祉
協
議
会
か
ら
、
民
生

委
員
児
誕
委
員
と
し
て
の
心
が

ま
え
や
、
町
叫
以
ぴ
社
会
福
祉
協

議
会
に
お
け
る
情
祉
制
度
に
つ

い
て
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

民
生
委
員
児
奄
委
員
は
、
行

政
と
町
民
と
の
パ
イ
プ
役
で
す
。

福
祉
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に

担
当
民
生
委
員
児
意
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

さ
い
。

申
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
役
場
農
林
水
必
課

（宮
内
線
2
4
2）
へ
。

ー

ふ
る
さ
と
美
術
館

E
『
友
の
会
」会
員

ふ
る
さ
と
美
術
館
で
は

「友

の
会
」
の
会
員
を
捗
集
し
て
い

ま
す
。

年
会
費

l
、
0
0
0
川
（
随
時

人
会
で
入
会
川
よ
リ
1
午
間
釘

幼）特

典

・

夫
術
飢
だ
よ
り
の
送

付

－
A
K
J
州
版
附
似
の
案
内

・
～上似
m
市
ド
業
の
人
館
料
初
%
訓

引
・
災
術
鮪
版
先
物
の
小
山
%

川
引

・
美
術
舶
が
業

（作
品

解
説
会
、
北U
訓
説
会
な
ど
｝
の
．俊

光
参
加

申
込
み
・
閉
会
せ

ふ
る
さ
と
美
術
館

へ
。

宮 ゆ1
82 11 
II 111r 
O 立

0
9
4）
 催

し

－

講

演

会

朝
H
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
制

す
い初
周
年
記
念
事
業
の

一
応
と

し
て
、
テ
レ
ビ
や
大
山
町十
議
師
、

エ
ソ
セ
イ
ス
ト
な
ど
多
方
面
で

前
桜
中
の
ア
グ
ネ
ス

・
チ
ャ
ン

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
記
念
議

ありがとう
あたたかい忌

喝 …銀行

一
福
祉
の
店
が
一

一
オ
ー
プ
ン
一

い
き
い
き
シ
ョ
ッ
プ
「

ハ
l

テ
ィ
と
や
ま
」
が、

2
川
1
日

総
山
愉
「
え
ん
ど
や
」

内
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

ζ

の
制
祉
の山
川
は
、
社
会
制

祉
施
設
入
所
析
や
悩
祉
の
作
業

所
に
泊
所
し
て
い
る
々
々
が
、

心
を
こ
め
て
作
り
あ
げ
た
作
品

を
、
み
な
さ
ん
に
展
示

・
版
u
一ん

す
る
こ
と
を
必
じ
て
、
こ
れ
ら

の
方
々

の
社
会
参
加
の

一
助
と

し
て
い
ま
す
。

花
山
俗
、
ポ
ー
チ、

J
y
h
』

、

｛

J
 

値圏

。と〈名さんから

400.000円

。南保小学校児童会さんか

ら 9.357同

O朝日開I連合婦人会さんか
ら遊休品販売の一部

20.000円
。宮崎婦人会さんからリサ

イクルJ収益金の一部

20,000円

。善意の箱 （健康福祉課受

付設置分） 6,383円

。束三浦町横川浄法さん

から寒修業の浄財の一部

50.000向

。亡水島熊次郎さんのご造

嫉さんから供養として

100,000阿

J文

製
品
な
ど
す
て
き
な
作
品
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。
ぜ
ひ
、
e

皮
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

出
山
県
社
会
栢
枇
協
議
会

宮

0
7
6
4
H
n
H
2
9
5
8

西武
デパート
さん ．

総鎗輸通り

、砂えんとや

赤
十
字
特
別
社
員
に
ご
協
力
を

日
本
赤
卜
字
社
朝
日
町
分
区

で
は
、
日
本
赤
十
字
社
特
別
社

員
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

災
害
救
護
や
国
際
援
助
と
い

っ
た
赤
十
字
卒
業
は
す
べ
て
皆

さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
祉
資
に

よ
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

ひとリでも多くの符さん

のご協力をお願いします。

なお加入の申込みゃお問

い合せは、朝日町社会福松

協議会まで。

※加入の申込みは年中受付

けています。

望i!'l霊
求人職後 年齢 賃金 4主jllJ

就業場所 採用 資絡経験

番号 円 休 日 人数 免 2午 等

3魚
18才～ 260,000 男

靭臼町宮崎 不問
E車 70：才 自干兄

3 

2 暗主 械
18才 ー 145,000『

男
朝日町月山 経験者

ヱ 35::f 250,000 自干足、その他
2 

3 長経費量トラソク
20才～ 260,000-

弟
朝日町立野

2 
自動車普通免許

運 転手 50才 350,000 日干兄

4 ポーリングエ － 20才ー
322,000～ 

男
朝日町笹川 不問

ポーリング前査エ 55才 368,000 目、 隔週土a亜日 5 

5 土木作祭員 20才一 230,000- 男
朝日町大家庭

2 不問
60才 299,000 日祝、第2・4土池田

6 建 段 作業員 20::r-160,000- 男
朝日町4岩田T 3 不問

60才 280,000 女 日、第I・2土稲田 2 

7 看 1蔓 事串
18才』 175,000-

女
草月白町滋下

2 
；往母、正肴免許

55才 195,000 日祝、その他

8 アルミE軍兵組立 60才：量｝ 120,000 女
朝日田T山崎

2 
不問

以下 目、 第Z土稲田

9 抵抗告告製造 18才ー 132,500 女
朝日町大1*B:

3 
不問

33才 自宅兄、その他

10 縫 製 エ
18才ー 120,000-

女
朝日町＝枚矯

5 
不問

so：才 125,000 目、その他

平成8年 3月会ホット求人情報出
会
を
訂
い
ま
す
。

地

n
さ
ん
の
多
数
の
ご
米
坊
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時

3
月
訂
日
間

午
後
l

時
初
分
捌
場
午
後
2
時
開
演

会
場

あ
さ
ひ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
l
ル
「
ア
ゼ
リ
ア
」

講
師

ア
グ
ネ
ス

・
チ
ャ
ン
さ

ん演
題

「
家
庭
と
子
供
と
み
ら

L
」
※
入
場
は
無
料
で
す
。

お
知
ら
せ

－

技

能

検

定

平
成
8
年
度
前
期
技
能
検
定

が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

検
定
職
種

幽
芸
装
飾
、
造
園
、

鉄
工
、
建
築
板
金
、
一家
具
製
作
、

と
び
、
な
官
、
塗
一装
、
写
真
、

フ
ラ
ワ
ー
袋
飾
な
ど。

受
検
申
請
書
期
間

4
月

4
日

橋
一祉
一豆
一
事
一典
一⑫

公
的
介
謹
保
険

同
M

叫
が
文
払
う
保
険
料
や
公

的
な
ど
を
使
っ
て
市
齢
省
な
ど

を
介
泌
す
る
社
会
保
険
の
－
摘
。

州
全
行
が
岬
ド
成
9
年
度
の
将
人

を
け
指
し、

ζ
人
保
険
制
制
審

議
会
で
賀
川
分
Mm
や
保
険
刈
象

と
な
る
介
泌
サ
ー
ビ
ス
の
伐
り

十刀
な
ど
に
つ
い
て
得
議
し
て
い

る
。
州
以
が
保
険
料
を
文
払
う

代
わ
り
に
、
本
人
が
u
u
川
齢
に
な

っ
て
介
設
が
必
裂
に
な
っ
た
場

合
、
必
要
に
出
じ
て
を
人
ホ
ー

ム
へ
の
入
所
や
ホ
l
ム
ヘ
ル
バ

ー
の
自
宅
派
泣
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
。
務
議
会
で

は
、
保
険
料
の
文
払
い
開
始
年

齢
、
介
議
家
族
へ
の
現
令
給
付

の
是
非
な
ど
が
審
議
の
焦
点
に

な
っ
て
い
る
。

n本
と
同
様
、

老
人
医
療
伎
の
明
加
し
て
い
る

ド
イ
ツ
は
昨
年
、
持
入
に
踏
み

き
勺
た
が
、
施
設
不
足
な
ど
か

ら
現
金
給
付
の
希
望
が
多
く
、

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

（
北
日
本
新
聞
か
ら
転
戦
）

匡坦固

むF求人情蝿一覧袈，bご利用でFeぃ ｛商工観光甥カウノターに展示）
、な くわしいことU、魚温公共崎襲安定所朝日舟1 含82・0198へお問い合杓ゼくださいz

4
月
か
ら
国
民
年
金
の

保
険
料
、
か
変
わ
り
ま
す

ヂ
成

8
年
4
月
か
ら
保
険
料

は
、バ
矧
1
2
、
3
0
0
門
に
な

り
ま
す
。

な
お
、
附
加
保
険
料
は
川
徹

4
0
0
川
と
変
わ
リ
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
納
付
に
は

有
利
な
前
納
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

M
示
品
火
叶
可
立

、

4
ヲ
ド
こ
1
・：

f
uV1
（

j
t
l

j
 

分
を
ま
と
め
て
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
、
こ
れ
を
「
前
納
」
と

い
い
ま
す
。

8
年
度
の

1
年
分
の
保
険
料

は
1
4
7
、6
0
0円
で
、
前
納

す
る
と

1
4
4、0
4
0
円
と
な

り、

3
、
5
6
0
門
が
割
安
に
な

リ
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
の
納
付
に
は

使
利
な
口
座
振
純
白
制
度
が
あ
り

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役

場
住
民
生
活
諜
へ
ご
相
談
く
だ

；、
。

！・，
、金、

盟国B



富山県 6町、群馬県 2 町村、制JH＼~ 2 rli~f 

のJ十10市町村が、それぞれの特産品を持ち寄
って飯先します。

当IIIま、各市町村の特産品目反必のほか、’I:

鮮野菜の符必や抑選による特必品の無料配11i

Hiいます。
特さんの多数のご来場をお1.'rちしておリま

す。

〔参加市町村｝ 宮山県宇奈川町、収111町、大

向町、｝ドi皮町、？1~野町、利 I I 岡r・ ur..均以後名
目［、合洲町 ・福井県小浜市、経riii’f
＊ 

合ぷわや ｛立 場 n期 変皮さ後同て jl期
わ お か，，e,’11 3 町 所 ま 聞 記の iLiよ－様い 1問｜古l
せ 目 ら 入作付 ！~ 申告は で し縦て の にま Iiは退
く以なの -i1F15 U: ＝一 役－ 4 まむい改 ｜占lすか、資
だ鰍いしが 口 税 お済みですか 場 l：月す期る正屯がら原点
さ： ｝jか /ill(1!) • 税 ・ I o問たが炎、 3 JllJ，深
い？はたいま I＇斤 務 IIトl はめ 3戸支ノト jlと 税
ム、守iてで付 泌除か次、 J=Jfll fド20 し fj
へ役にいでおL くら め可T<~にも け て帳
お場 つ なすの 町県民税・所得税の ~ 4 と成に｜剣 II下と毎の
fl:] ~ll いい 。 申 申告は3月15日まで 月 お 8 tす ff.~ ..午縦
い傍て方 告 22 り年ユi：ると つ 3 覧

圃団司店主

印
刷
か
ら
4
月
げ
日
附
ま
で
。

受
検
南
甲
議
書
提
出
先

高
山
県

職
業
能
力
開
発
協
会
（
富
山
市

新
高
町

2
1
4
1
辺
市
山
県
商

工
会
館
ビ
ル

6
階）

問
合
せ
市
山
県
職
業
能
力
開

発
ぷ
｛
宮
0
7
6
4
1
剖
U
4

1
1
1
内
線
3
7
3
3
）
へ。

－
国
の
教
育
ロ
l
ン

くらしの情報室

Living Iγzf orma,tion 

凶
民
全
融
公
出
で
は
、
人
予

ま
た
は
伝
学
時
に
必
要
な
資
金

を
融
資
し
て
い
ま
す
。

融
資
対
象

刈
枝
、
出
ぃ
句
、
制

大
、
大
学
校
、

作
修
学
校
、
心
行

棺
山下
伎
な
ど
に
人
中
ま
た
は
ん
代

学
さ
れ
る
方
の
保
地
打

融
資
額

1
5
0．力
円
以
内
（
山
下

旬
、
生
徒
1
人
に
つ
き
）

利
率

年
3
・
2
5
%
（
平
成

8
年
1
月
白
日
現
作
）

返
済
期
間

8
年
以
内

＊
 

1=m:ru.11簡易・制桃園町II’E

一ふるさと特産昂まつりー

3 J J 2日出 ・3Ii （円）

午前10時から午後5IIキまで

アゼリアホール ・アゼリアロビー

聞II時

圃会場

’

母
子
家
庭

・
障
害
児
を

t
持
つ
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

〈
児
童
扶
隻
手
当
〉

同
議
に
な
っ
た
後
の
H
M
初
め

3
月
出
円
に
到
達
し
て
い
な
い

児
長
（
又
は
初
ぷ
ぷ
川
酬
の
開
中
台

児
）
を
袋
行
す
る
吋
ι1
・米
嵯
今

に
ぷ
給
し
ま
す
。

た
だ
し
、
公
的
年
令
を
交
け

て
い
た
り
、
．
ん
必
組
以
上
の
品
川

仰
が
あ
る
場
A
H
は
交
給
で
き
な

い
ζ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

受
給
事
由
が
発
供
し
て
か
ら
あ

る
守
定
の
年
月
が
経
過
す
る
と

受
給
資
絡
を
失
う
場
九
い
が
あ
る

の
で
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
特
別
児
童
扶
養
手
当
〉

心
身
に
中
度
以
上
の
附
%
が

あ
る
初
歳
未
渦
の
児
去
の
養
育

据
え
置
き
期
間

伐
川
一
了
則
間
以

内
か
つ

4
年
以
内
（
返
済
期
間

に
含
ま
れ
ま
す
）

洋
し
く
は
阿
民
金
融
公
庫
富

山
文
店
（
合
0
7
6
4
1
m

1
1
9
1
）
ま
で
川
A
H
せ
を
。

t
米
鞍
販
売
業
の

1
登
録
申
請

「
主
安
食
制
の
・山
給
及
び
倒

的
怖
の
安
定
に
附
す
る
山
凶
作

（M
利

食
位
法
ご
の
M

成
主
に
誌
づ
き
、

米
殺
版
古
川
栄
の
AQ
M
跡
中
山
削
の
受

付
け
が
行
わ
れ
ま
す
。

片
品
鉢
を
希
哨
さ
れ
る

N
は、

定
め
ら
れ
た
州
川
内
に
中
山
を

し
て
く
だ
さ
い
。

申
摘
期
間

4
月

I
u
mか
ら

4
月
初
日

ωま
で

申
請
書
提
出
先

山
山
県
庁
農

林
ぷ
必
部
流
通
経
済
派
食
槌
係

（宮
0
7
6
4
H

n
H
4
1
1

1

内
線
3
8
6
4）

登
録
年
月
日

’i
口
u

ヂ
ぷ
8
年
6
円

J
1

1

j

 

匹
引
に
文
給
し
ま
す
。
た
だ
し
、

所
仰
に
制
限
が
あ
り
ま
す。

〈
母
子
家
庭
の
貸
付
制
度
〉

母
子

（
寡
婦
）
家
庭
を
対
象

に
、
修
学
資
令
や
住
宅
資
金
な

ど
日
係
矧
の
資
令
を
低
利
で
貸

し
付
け
る
制
泌
が
あ
り
ま
す
。

治
情
お
は
川l
め
に
中
川
を
。

ぶ
し
く
は
役
場
拠
出
峨

M
枇
ぷ

地
域
川
社
係
（
合
内
線
1
4
2
｝

へ
問
い
合
わ
せ
を
。

変通事故の無料相談
相絞臼：月ー金 9:30～16:40

①専門の相自費負が貌身になってヰ目
絞に応じます．
①弁i盤士相獄図・（無料｝
毎月第2・官官4＊増田 13:00-16:00 

・社団法人日本編望書保険飽会

宜主（0764)32-2294

※
申
請
書
は
、
役
場
農
林
水
産

課
及
び
富
山
県
庁
流
通
経
済
課

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
記
似
ト刀
法
や
山巾
泊
予

続
き
な
ど
洋
制
に

つ
い
て
は
、

日
山
川町
山
川
小
川
泌
紙
消

A
へ
爪
彼

問
A
H
せ
刷
い
ま
す
。

t
固
定
資
産
課
税
台
帳

l
の
縦
覧
期
聞
が
変
更
に

『災害に

備えて日頃の

火の用sむ』

（春の全国火災予防運動）

3川初日から初日まで、

がのALM火災rM．辿動が実

鈍されます。

これからは火災の発午し

やすいシーズンです。火災

を起こさないよう、火のえ

に十分作意しましょう。

なお、「防泌川仰の則川小

は午前7仰と午後9時のl

H2州、サイレンを吹吻し

ます。
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町の工事発注状況（500万円以上）門
一このコーナーは町が入札を行ったむのを掲載していますー

<HS.I.I～1.31> 

工 主fl'. ~ 施t也工先 完予成定 ~~ 宵i.a 君臨 者－ 飽当鴻l
地方特定道路懸11i1im~提 8五ド

111 
株 式会 社

同I道大宮反応焼金flt.ぬ線改良工併
三枚鎗
3丹
18.540.000 深松総北陸支店 建設隷

文教ゾーン車産備7Jt):!
南保越
8年
22.660.000 

株 式会社 企画
文化体脊センター屋外公共トイレ新築工事 3月 i白木 工所 政策諜

除雪についてのご意見・ご要望は、

｜町内会長さんを通じて｜下記へ。

・国道 建設省黒部園遊維持出張所

会 52-1714

富山県入善土木

n72-1133 

朝日町役場内道路除宮本部

B63-l 100 

時間外は霊堂82-1977
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述
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．
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。
川
辺
め
山
甘

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。ご

ぞ
ん
じ
で
す
か
／
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－
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。
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3月の各種相談。時間 ロ会場 <tll.i炎は1!¥q:I・〉

4日 裁判所出張調停相談
（月） 。9:30-16:oo ロ柄キItセンター
5日 心配ごと相談
（火） 。13:00 -16 : 00 ロ福祉センター
12日 心配ごと相談・婦人相談
（火） 。13:00～16:00 ロ縞titセンター
13日 社会保険出張相談
（水） 。10:00～15:00口役場合議本
18日 裁判所出張調停相談
（月） 。9:30～16:00 ロ福社センター
19日

心配ごと相談・行政相談

税務相談・人権相談
（火） 。13:00～16:00 ロ福祉センター

心配ごと相談

26日 。13:00～16:00 ロ悩社センター
（火） 交通事故相談所巡回相談。10:00～15:00 口出者lltliも1.it1l：センター

一27日 社会保険出張相談
（水） 。10:00～15:00 ロ役場合議本
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見られなくなった。
（昭和30年ごろ）
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のつよさでしましょう。

。階段を2t3階分のぼっ

てみる〆－

附段の外り降りは、川ド地

を歩くよりも筋力を必婆と

します。日頃から階段を歩

いて叫る押慣をつけましょ
‘っ。

。外で運動をr－

カルシウムの地以を助け

るビタミンDは、日光にあ

たると紫外線により的性化

されます。制倒的に外に山

て、トA陥の光をあび£しょ

二「J。

司王 業 手4 月 白
d二E~ 場（対縁者等） 受付時間

機能訓練 3 Jll9U(;.I。
保健センター

()jj1；卒中後jtt~，＂f..rt・) 。13:00～13:30
心の健康相鍛

3J-1411・18Fl 
[ （－がJ:t;iJ-r・;-i'.l"・IL… ｜ L、ずれも（月） ！定膏fl保健Ji斤
｛ょんします。（含52 1224) 

θ13:00～14.。。
鍋i~tt.＆人のfll.1提レ~けます．

子育て教室
3月21IJ付申

［＇＇託金1-2カJlの叫んl。13:30～13:40 保健セ ンター
とおかあさん ※ 

3か月児健診 ・脱臼検診 3丹26日（刈 あさひ総介病院
(7｛ド12J11..J－：まil※） 。13:00-13:30 守安形外科
4・5か月児健お 3日19II (:kl 

保健センター
(7 ＇ド IOJi'-l~ ま il ※） 。9:30-10:00
1；歳児健お 4 H 9 H(;.I。

保健センター
(7＇ド2、3月’I：まit ~提｝ 。9:30～io:oo
1 j殺6か月児健診 3 nzs11（榊

保健センター
(6'1ネ8、91I 'I：まi'l※） 。13:00～14:00
育児相 殺 3月21n<M 

保健センター
（キ11.t炎希望.ti・※） 。9:30～11:30
ツベルクリン反応検査 3 Jl 13 llM() 

1~f:ll!セ ンター(7'1'・6月～91I ' I~ ま it ※ ） 。13:15-14:30
BCG接種

3 月 15 日ι~
[ 13 LI山 ベルタ IJン反応検l①13: 15～14:30 保健センター
1・Eを受けた人 減

三種混合予防接種
3月5nυ。

保健センター
llPJI I納の31”iII終f後 。13:15～14:30 

I q：～I lf字の人 波

※母イー予帳持参

~健康体機敏窓及び鍵!ft栂絞（いずれも希望者） I草、毎週金曜日午前9 時30分から保健
センターで、老人信社センターでの健康相談は毎週火議日午後 l時30分から、 31!
13日 （水曜日）！：~総•：.センターでも行っています．
⑨栄聖書締E査は;ft2 金庫種目午前 9 時30~ーから保健センターで行っています

一－ ＇写誕で見る明日町のう
つりかわり」より

交通事故発生状況調
1月末現在 （ ）内は前年同月上む

人身事政
物j員事故

件獄 死者 傷者

入善笛察箸 15 17 46 
管内 (15) ( 0) (16) (59) 

羽田町
日 10 17 
( 3) （日） ( 3) (28) 

－－ 時
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一叩

一日

一引

5
一『
C
I
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－E
一日

一
2

後
一
0
一
1
一
0
一
E
一日

一
3

年
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

閣
時
一位

一促

一回

一回

一回

一印

刷
附
一宮

一
宮

一宮

一色
一
宮
一宮

鯵
午
「

休日救急診療当番医
3月3日臼）｜ 橘医院
3月10日（日）｜ 寺崎医院
3月17日臼）｜ 中川医院
3月20日制 ｜坂東病院
3月24日臼）｜ 松属医師
3月31日（日 ｜丸川病院

・．． 

ガソリンスタンド休日当醤店
3月3日（日） 大谷石油 宮82-0703
3月10日（日） 小川石油 ft83-3033 
3月17日（日 浜岡商店 宮82-0578
3月20日制 全店営業
3月24日日） 中央農協 fi83-l 135 
3月31日（日） 朝日石油 岱 82-0661

詰
碁
と
括
将
棋
の
解
筈

〈絡将棋正解＞4 ・fl)成、 2 ・1；.、I
-0:.H~. rulll¥、1 ：飛成、 [iJJll¥. 3 ・金
まで7下出め．

〈解脱＞f11を.rlX.るのが1E併で‘ 4て飛
1』W.2"F.、1:.H. I”］I化 1"•ii:. 
向飛でおまないのです0 11：商事5下Uの
I 0.IR成に対L.l・;H守や！”） 1;.b令打・ち
までのおみ． 〈路通事正解＞ ill lのコスミが告示Fで．

<Mlfll.t 13ベージ）
以 ~＇ ！！：＼7までナカ下l坊さ「のセキ’1，九

191・第2・第4土B福田は外来体鯵（鼠行）です。
急処まは夜間・休日を閣わす、24時間いつでも受付します。 会83-1160あさひ総合病院

診 療臼／白磁日・祝日 ~療時間／午前フ時一午後11 時
所在地織都市消防省向側 室町4-0731新川地区休日夜間急患医療センター

... 



身近な話題を待っています（ft83－竹00内線212）へ。
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町
内
の
や
校
に
勤
め
る
教
職
以
の

研
修
会
が
．． 

け
十
六
日
、
役
場
川
附

ホ
ー
ル
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

交
流
と
連
携
を
図
る
こ
の
研
修
会

は
県
内
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
。

小

山
下
校
か
ら
い
門
川
校
ま
で
の
先
例
約
斤
一一一

ト
人
が
川
府
し
ま
し
た
。

こ
の
H
は
、
あ
さ
ひ
総
合
病
院
副

院
長
の
赤
川
広
次
光
生
を
杭
師
に
迎

え
、
品
近
、
社
会
問
組
と
し
て
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
小
児
成
人

病
に
つ
い
て
の
必
織
を
涼
め
ま
し
た
。

小児成人病を考える
一一 小中高の先生冷湖修会 一一

あなたの回りの

．二τ亡
事訴 ,. 1 

先生に手作り料理をプレゼント
泊高校家政科が卒業パーティー 一一

広報係では，

::r~ 
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お曹とやかに

千瑛（火）
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あゆ（火）
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一一 保育園児が小雪校訪問

早く学校tζ行きたり招
．一
月
二
L
1

．

n、
こ
の
四
月
か
ら

予
校
に
上
が
る
縦
町
保
山
口
所
と
阿
部

保
行
所
の
同
児
た
ち
約
．．． 
卜
人
が、

－h
．筒
庄
小
山
下
校
を
訪
問
。
ち
ょ

っ
ぴ

り
早
い
析
人
生
気
分
を
味
わ

い
ま
し

た。
学
校
で
は

一
年
牛
の
図
・
し
の
授
業

を
見
山
下
。

．
つ
年
L
L

の
お
兄
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
・た
ち
は
「
引
く
学
校
に
米

て
ね
」
「
．
緒
に
遊
ぼ
う
ね
」
と
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
た
わ
ね
ひ
な
線
を
作

リ
、
悶
児
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。こ
の
後
、
排
血
管
で
は

一
年
作
い
か
ら

：
・
年
小
が
・
．
市
飛
び
な
ど
の
な
わ
と

び
を
披
説
。
以
初
は
緊
叫
ん
以
昧
だ
っ

た
同
児
た
ち
ら
、
学
校
め
雰
囲
れ
に

す
っ
か
り
M

刷
れ
た
掠

f
で
し
た
。

~~ おじあわ包u:

治
h
n
M
校
の
山
本
政
利
の
一一．
年
引
が

一

月
一一‘
十

一
日、

先
生
を
明
い
て
卒
業

パ
ー
テ
ィ
ー
を
聞
き
ま
し
た
。

授
業
や
部
前
動
で
一一
．
年
間
お
肌
却

に
な
っ
た
先
生
に
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
生
徒
の

皆
さ
ん
は
手
作
り
料
理
を
プ

レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。
な
か
に
は
て
円
前
か
ら

準
備
し
た
大
作
も
あ
り
、
光
州
た
ち

も
感
激
の
保
子
。

の
ピ
ロ
シ
キ
や
エ
ビ
の
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

メ
ニ
A
l
は
ハ
ム

ソ
ー
ス
が
け
、

午
タ
ン
と
キ
ノ
コ
の

シ
チ
ュ
ー
な
ど
．． 

卜
九
純
航
。
和
食

デ
ザ
ー
ト
ま
で

か
ら
州
沖
、

t続

プ
ロ
顔
負
け
の
本
格
的
な
料
開
が
放

び
ま
し
た
。

パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
使
徒
の
皆
さ
ん

も
料
開
を
味
わ
い
、
先
中
．
に
料
開
…の

感
想
や
一
口
川
校
午
前
の
思
い
川
に
訴
し

が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

符川

字公11開I

JUド町

脇町

荒川4rl:I

人将 Illf 

ド迫ド

魚；－1宅市

や
h

夫
ペ
川
代

英

和

治

呼！

おり
?:ll 

i長
T-｛.王争う

]!; 

林

口

間

村

n
h川
谷

、、
K
げ

汁

U
R

ヘム

L

へ
b
p

h
r
剛山一日
中

2
5
a
y
b
f
J
y

t

i
－－
 

，I
・e－’
t
r
i
t－－

f
i
t－－
K

「
l
J
1l
、

大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
き
て
ね

ー
小
川
で
ザ
ケ
の
維
魚
放
流
｜

．． 

川
・・

1
日
、
さ
み
さ
と
小
山
下
校

の
一二
年
小
ぃ
八
ト
間
人
が
、
小
川
の
川

H
で
サ
ケ
の
稚
魚
コ．
万
五
千
匹
を
放

流
し
ま
し
た
。

こ
の

H
放
流
さ
れ
た
稚
魚
は
、
朝

円
内
水
面
漁
協
の
皆
さ
ん
が
人
仁
ふ

化
さ
せ
、
討
て
て
い
た
ら
の
で
、
体

長
は
じ
今
、
体
屯
は
約
一一
句
。

子
供
た
ち
は
稚
魚
が
元
気
に
泳
い

で
い
く
精
子
を
い
つ
ま
で
も
見
守
り
、

一て
、
同
午
後
の
戸
内
会
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。

冬
の
．．． 

｜目

塾奮

！ ~ 
5や
1治

官
民
、
ぃ
冬
の

，
H
を
楽
し
く
過
ご
そ

う
と

一月
十
八

H
、
疎
開
部
地
区
で
第

~ 
境

勾l

’戸J 崎

中間j

本町

＊草野

千i磯佑

f j磯宛

1-. i且 ド

ごめL1ffiくを

:t、行（82)
！！~i大f!ll(92) 

すみ子（71)

臨雌（71)

せき（83)

はる（91)

はる（92)

ょせ（91)

二之助（77)

原

品

向

同

無
病
息
災
を
願
っ
て

ー
天
魯
与
で
ね
は
ん
団
手
ま
き
｜

－－
川
ト
・札
口
は
「
お
釈
迦
川
怖
の
命

U
」
。
柳

mの
．大
再
寺
で
は
、
ね
は
ん

凶
子
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
信
者
や
近
所
の
方
八
十

人
あ
ま
り
が
集
ま
り
、
古
川
房
雄
住

職
の
お
続
、
説
教
に
就
き
、
赤
や
此
、

総
な
ど
れ
米
約
四
十
J
分
の
問
子
が

ま
か
れ
ま
し
た
。

＋
二
日
に
般
家
の
火
性
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
こ
の
ね
は
ん
凶
子
、
お
守

り
に
す
る
と
い
川
病
息
災
や
厄
払
い
に

さ
く
と
パ
わ
れ
て
い
ま
す
。

八
川
ふ
れ
あ
い
咋
祭
り
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

地
区
の
親
睦
会
の
皆
さ

ん
が
毎
年
こ
の
時
期
に
附

催
し
て
い
る
も
の
で
、
人
ぶ

州
場
と
な
っ
た
公
民
附
近
く

の
栴
納
仰
に
は
家
族
辿
れ

地
慌
の
人
が
大
勢

な
ど
、

集
ま
り
ま
し
た
。

出
か
い
ブ
タ
什
や
鍋
料

開
に
丹
此
を
打
ち
な
が
ら
、

も
ち
つ
き
大
会
や
柿
下
し

の
栂
飛
ば
し
、

絶
叫
大
会

に
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
な
ど

ユ
ニ
ー
ク
な
ゲ
ー
ム
に
山
本

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。
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あさひの美術
「 ふるさと美術館「

名作鑑賞室－」

え1

48×172センチ）

らんしょう

蕊湖 （1923年～朝日町出身富山市在住）

(1996{1'・ f1: 監謝芳

みずしま

水島

詩
句
の
内
容
理
解
に
お
い
て
、
漢
文
京
獲
の

乏
し
く
な
っ
た
今
日
で
は
、
長
文
の
漢
字
句
よ

り
続
詩
句
の
方
が
身
近
で
親
し
み
ゃ
す
く
、
多

く
取
り
入
れ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

こ
の
：
・
・
J
h川
を
ぷ
叫
す
る
に
あ
た

っ
て
作
行

4

・－Bq

‘，，hm
p

，‘

は
、
来
店
休
の
中
の
令
－
X
（小
川
H
H
銅
山
仰
と
く

に
段
、

川
時
代
の
銘
文
）

の
体
を
情
り
ぷ
別
し

て
い
る
。

呼
仙

の
長
い
ゆ
っ
た
り
し
た
巡
訴

は
、
滋
味
思
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
控
え
た
竹

ま
い
に
し
て
、
永
年
謄
究
し
た
筆
致
が
伝
わ
っ

て
く
る
。

か
い

二
一六
hw
「
躍
は
す
に
謝
す
」
は
、

師
が
臼
分

よ
り
怖
く
な

っ
た
必
子
に
山
下
ぶ
と
い
う
立
昧
で

「
行
は

wmよ
り
山
で
、
藍
よ
り
も
汀
し
」
と

い

う
旬
と
似
て
い
る
。
多
く
の
弟
子
の
行
成
に
尽

力
し
て
き
た
作
家
の
呪
在
の
心
境
で
あ
る
。

戦
後
、
議
開
会
で
桑
原
謬
邦
と
出
会
い
を
き

っ
か
け
に
、
－
川
典
を
師
と
し
て
内
典
臨
書
に
恨

ざ
す
制
作
を
続
け
て
い
る
。

ふ
る
♂
と
か
ら
新
し
い
企
画
の
創
造

現
代
郷
土
作
家
度

E
月
日
日
1
4月
7
日
ま
で

一
般

4
0
0円
小

中

高

1
0
0円

火
曜
休
館

U
N
 

J
r
 

品
hu
 

‘むrmw 
広
U
町内
W

R
m
w
m
w
u
 

bω

的。
ιの
ゆ
め
倍

、

ιむの
M
W州
W

C

4tω
ゅ
の
の
り

3
H門
口
日
川
午
後
2
時
か
ら
作
品
解
説
会

を
開
催
し
ま
す
。

ぬ（（）{O~）

V
役
場
で
は
月

十
刷
、
庁
内
相
を
先

行
し
て
い
ま
す
。
そ
の
川
に
あ
る
行

訓
け
や
職

μ
の
制
利
阿
佐
に
附
す
る
こ

と
が
れ
な
内
総
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

人
気
が
あ
る
の
は
砂
ち
ょ
っ
と
エ
γ

セ
イ
ス
ト
。
と
題
し
た
随
経
の
コ
ー

ナ
ー
。
一
一
午
前
の
七
円
か
ら
始
ま
り
、

役
場
の
職
員
が
将
段
思

っ
て
い
る
こ

と
や
故
近
体
験
し
た
こ
と
な
ど
題
材

は
内
由
。
川
町
村
刷
川
紙
．． 
枚
れ
度
に
ま

と
め
て
も
ら
い
ま
す
。
名
前
は
伏
せ

て
掲
載
し
て
い
る
の
で
す
が
、
時
々

「
今
月
は

C
Oさ
ん
だ
」
と
ズ
パ
リ

当
た
る
こ
と
J
U
。
文
章
が
そ
の
人
の

人
柄
を
ぶ
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
が
、
感
心
し
た
り
鰐
い
た
り
し

ま
す
V
私
も
昨
年
の
川
川
か
ら
出
協

判
中1
行
に
な
り
、
ま
も
な
く
．

年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

J
N
分

の
A
く
文
京
む
門
分

n
h好の
性
怖
が

川
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
H

と
与
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
V
い
ま
だ
文
章
を
書

く
の
に
慣
れ
な
い
私
に
と
っ
て
は
、

町
民
（
読
者
）
の
方
か
ら
ど
の
よ
う

に
忠
わ
れ
て
い
る
か
気
に
な
る
と
－」

ろ
。
感
恕
や
ご
怠
凡
な
ど
が
あ
れ
ば

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

＠ .. ・)I:!前月比1) Ill! 2.11.IL化｛世帯数 5.202（ー7) 計 17.358（ー5）女 9.229(-2) 男 8.129（一〔町の人口〕


